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練習問題                                          

[１] (基本) 次の関数の増減・極値を求めなさい。  

(1)  25)( 5  xxxf  

   )1)(1)(1(555)( 24  xxxxxf  より 0)(  xf  の解は 1x  

       よって、増減および極値は次の表のとおりとなる。 
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[２] (標準)  次の関数の増減・極値を求めなさい。  
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[３] （標準）次の関数の最大値、最小値を求めなさい。 

(1) xxxxf sincos)(    ≦≦ x0   

   xxxxxxxf sincossincos)(   より増減および極値は次の表のとおりとなる。 
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[４] （標準）次の不等式を証明しなさい。 
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[５] 次の関数の極値を、第 2次導関数を用いて求めなさい。 
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